
隆泉苑ガイド

―日本の建物を知る―

りゅう　　せん　 えん
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はじめまして！

隆泉苑や日本の文化のことを

紹介することになりました

みんな、よろしくね！

さて三人の正体は…？
『隆泉苑ガイド２』で明かされます

ウメハナヒメ

大ちゃん

隆ちゃん

隆泉苑平面図

ようこそ、佐野美術館・隆泉苑へ

(3) P5

(5) P7

(6) P3

(7) P9
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ようこそ、佐野美術館・隆泉苑へ
日本の建物にいっぱいつまっている、日本人の知恵や工夫を発見しよう

どこの写真か、隆泉苑の建物の中からさがしてみよう。見つけたら
写真と部屋を線でつなぎ、写真についたページを開いてみよう。

手水鉢

(1) P3

隆泉苑平面図隆泉苑平面図

(6) P3

(7) P9

手水鉢



畳に座ってみよう

畳って
何でできてるの？

畳の表はい草と麻糸で織ら
れています。その中〔床（とこ）
といいます〕は、稲の藁（わら）
と菰（こも）を縦横、交互に重
ねています。

①

関西間(京間)

� � � F P ™ � � � � F P

②

間の間(中京間)

� � � F P ™ � � F P

③

関東間

(田舎間・江戸間)

� � � F P ™ � � F P

④

団地間

� � � F P ™ � � F P

　今は、和室に畳は欠かせないものですが、1000年前の平安時代は、身分の高い人たち

が座るところなどに敷かれていました。部屋全体に敷かれるようになったのは鎌倉時代

から室町時代にかけてです。畳が一般庶民の家で使われるようになったのは、江戸時代

の中頃からですが、農村まで広まったのは明治時代以降です。

畳はどんな感触？音で表してみよう。

和の部屋豆知識①　畳の歴史

隆泉苑の畳はどの大きさ？

足で測ってみよう

分かったら、当てはまる番号に○をつけよう。

①　　②　　③　　④　

Q

畳(手縫製)の断面図

　★最近はダニがわかないように、表をビニールで編んだり、
　　床を発泡スチロールでつくったりしているものもあります。

たたみ
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A

草

畳の大きさが決められたのは、江戸時代に入ってからです。関西間は関西地区で、関東間は東北、関東、東海
地方で、間（あい）の間は名古屋地方で使われますが、今はあまり地域の違いがなくなっているようです。団
地間は、今のマンションやアパートの部屋の大きさに合わせて生まれました。

A

畳にはいろいろな
大きさがあるの？

Q

※寸法はおおよそのものです。

襖や障子を動かしてみよう
開けたときと閉めたときで、部屋の雰囲気は変わるかな？

開けたとき

閉めたとき

草
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ふすま しょう　　　じ

襖や障子の開け閉めは、
紙のところを持たないこと。
引き手を持とう。

!

西洋の建物は石などでつくられた壁で区切られて、部屋の大きさは変わりません。
それに対して、日本の建物は梁（はり）、桁（けた）など、木の柱を縦横に組み合わせ、
その間に襖や障子が入っています。襖や障子をはめたり、はずしたりすると、部屋の
大きさが自由に変わります。屏風（びょうぶ）や衝立（ついたて）も、部屋の仕切りに使わ
れていました。

襖や障子には何が
はってあるの？

木の桟（さん）に、
和紙（わし）をはってあります。

Q A

和紙は何から
できているの？

Q

A
日本で採(と)れる植物からできます。植物の繊維(せんい)を煮(に)て、
たたいて細かくしたあと、繊維同士をつなぐためトロロアオイの
根をまぜて、紙漉機(かみすきき)で漉いて作ります。

雁皮（がんぴ）

←紙を漉いて
　いるところ

楮（こうぞ）
　繊維が長くて丈夫。手漉き
和紙の多くがこの原料でつく
られる。岐阜の美濃(みの)紙、
福井の越前(えちぜん)紙、高知
の土佐(とさ)紙が有名。

三椏（みつまた）
　繊維が短く目が細かい。明治
以降お札(さつ)の紙の原料の１
つとして使われる。なお伊豆半
島は三椏の有数の自生地。

　光沢があり、なめらかな紙が
できる。細い字を書くのによい。
栽培がむずかしく原料が多く採
れないので、高級紙となる。

和の部屋豆知識②　和紙の原料いろいろ



壁にふれてみよう

この壁は何でできてるの？

どんな手ざわり？　言葉で表してみよう

5

土

　壁はそっとさわろう。
手のひらでこすったり、
つめで引っかいてはいけないよ

!

Qこの壁は
何でできてるの？

土です。半年くらいねかせて発酵(はっこう)させます。
また、部屋の雰囲気にあわせて土に砂や藁(わら)を多
く入れることもあり、その時は、土がひび割れるのを
おさえる「スサ」（稲藁(わら)を細かくしたもの）、海草
の「角又(つのまた)」あるいは「ふのり」を加えて練りま
す。それから竹を藁で編んだものや杉板で組んだも
のを下地に、何層も塗り重ねていきます。

かべ

例）隆泉苑数奇屋の間の土壁塗　主な工程

　したじ
①下地　
　

　うわぬり
⑤上塗り

⑥完成

あらかべぬり
②荒壁塗
　

③すみだし
　塗る土の厚さを決める
　ため、四方の木の縁(ふ
　ち)の内側に墨(すみ)で
　つける

④チリまわり
　木の縁につけた印に合わせて土を
　めぐらせる。これは壁と木の縁と　
の間の補強、木の縁に対して平行　に
土を塗るための、じょうぎの役　目をす
る。

<断面図>

壁→

↓天井

←木の縁

チリまわり
←

　なかぬり
⑤中塗り

協力：初又　之氏・初又貞光氏

A
　（　　　　　　　　　）
　日本で最も多く植林される。
柱、天井、障子、襖の建具など幅
広く使われている。柔らかく軽い
ので加工しやすい。独特の香り
がする。

檜（　　　　　　　　　）
　古くから最良の材料とされ、格
式（かくしき）の高い座敷の柱や床
として好まれる。また耐水性がある
ので風呂場にも使われる。

欅（　　　　　　　　　）
　木目（もくめ）がくっきりと出て美
しい高級材。強くてくさりにくい。
耐水性もある。

他に、楢（なら）・松（まつ）・栗（くり）などがある。

すぎ ひのき けやき

木廊下を歩いてみよう

竿縁（さおぶち）天井
（　　　　　　　）

　竿状の角材や小丸太、竹など
を等間隔に配置し、その上に板を
はったもの。

格（ごう）天井
（　　　　　　　）

　角材を格子状に組み合わせ
て、その中に板を縦横にはりあ
わせたもの。

網代（あじろ）天井
（　　　　　　　）

　魚を捕る網代に似ている。竹、
杉などで編(あ)んだもの。天井
の一部に装飾的(そうしょくてき)
に使われる。

天井も見てみよう
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ろう　　　　 か

A
木です。日本は温暖で雨が多いため木が育ちやすく、国土の７０％は森林におおわれていま
す。日本は昔から木を建物の材料として使ってきました。
近年、安くて大量に輸入できる外国の木材を使うことが増えていますが、最近、日本の木の良
さが見直されてきています。

隆泉苑のどこに、どんな木が使われてい
るか、探してみよう。見つけたら（　　）
に書いておこう。

廊下は何でできているの？
どんな木が

使われているの？
Q

A

杉

廊下は何でできているの？
Q

木目をいかしたデザインがすてきだね

次の天井が部屋のどこにあるかさがしてみよう。見つけたらどこにあったか（　　）に書いておこう。　

てん　　 　じょう



お　　　　か

つか

なげし

む　め

てんぶくろ

とこばしら

ちんくぐ

じいた

とこいた

とこかまち

しょいんじいた
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床の間は２つの和室のどちらにもありました。でも、よく見るとちがうようです。
左と右のページの写真を見て、ちがいを書いてみましょう。

④天袋

無目

長押

⑤地袋

床柱

地板

狆潜り

①床板

床框

たたら束

②付書院

下げ束

落とし掛け

書院地板

床
の
間

    　　　　　数奇屋の間　　　　　　　　　　　　　書院の間　

①床板の敷きかた （　　　　　　　　　　　　　　　　）　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

②付書院の有無  （　　　　　　　　　　　　　　　　）　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

③床柱の形   （　　　　　　　　　　　　　　　　）　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

④天袋の有無  （　　　　　　　　　　　　　　　　）　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

⑤地袋の形   （　　　　　　　　　　　　　　　　）　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

⑥その他   （　　　　　　　　　　　　　　　　）　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

床の間も木や紙、土できているよ。自然のものだ。

書院の間

③

じぶくろ

床
の

間

床脇
とこ わき

つけ

天板
てん いた

床
の

間
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自
然

床の間の掛け軸や花も、それ
ぞれの季節にふさわしいもの
が飾られます。
それは自然の四季の変化に敏
感(びんかん)な日本人ならでは
の、お客様に対する、細やかな
もてなしの心なのです。

日本の建物って、
全部自然のものが
使われているんだね。

自然と共に生きる、という日本人の思想や知恵が、日
本の建物に生きています。
目には見えないけれど、まだまだ自然のものを取り入
れています。

ガラス戸を大きく開けてみましょう。

気持ちいい風が
入ってきたよ。

冷房よりさわやか。

ガラス戸を閉めてそばにいれば

窓を通してみる庭がきれいだね。

庭の景色も、建物のデザインの一部です。
窓が一枚の大きな風景画のようですね。

窓が大きいから、おひさまがたくさん当たって
ポカポカ。暖房より心地いいね。

欄間（らんま）に菊の花や鳳凰（ほうおう）
のすかしが入っているけど、これは、風通し
や明かり取りにもなります。美しさと機能性
を兼ね備えているのです。
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７,８,９ページで床の間のことを学んだけれど、
床の間に掛かっている掛け軸ってどんなものだろう？

床
飾
り

掛け軸を知ろう
か　　　　　　　　　　　じく

美術品にはいろいろな種類があって、それぞれのあつかい
方があるけれど、ここでは掛け軸のことを知って、実際にあつ
かってみましょう。

掛け軸って何でできているの？

掛け軸は、絵や書がかかれている本紙（ほんし）と
、本紙の周りを飾る表具（ひょうぐ）（表装）からで
きています。　

本紙は、絹などの動物繊維や、麻、和紙などの植
物繊維でできています。

掛け軸の絵や書は、どんなものでかかれているの？

Q

A

Q

鉱物が原料に多く使われる顔料(がんりょう)、墨、染料(せんりょう)です。顔料は、動物（とくに牛）の皮な
どから抽出した膠(にかわ)を接着剤(せっちゃくざい)にして、本紙の上についています。

A

顔料　　　     　　　　墨　 　　　 硯　　　　　　　　　　　膠　

と
こ　
　
　

か
ざ

がんりょう すみ すずり にかわ

本
紙

日本画の材料・用具

表
具
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掛け軸のいいところは？

掛け軸をあつかう前のポイントは？

床
飾
り

と
こ　
　
　

か
ざ

Q

①　アクセサリーや時計などをはずし、　
　ポケットの中の手帳や携帯電話など　
　も全部出します。掛け軸に落ちたり、　
引っかかったりすると危ないからです。

②　掛け軸以外のものに気をとられな
　　いよう、周りにものを置かないよう
　　にしましょう。

掛け軸は、とても繊細な材料からできて
いるので、何より、心静かに丁寧(ていねい)に
扱うことが大事です。

掛け軸は、普段軸に巻かれて収納
されます。
これは光や熱に弱い本紙や顔料
の変化を最小限におさえることが
できます。
また、コンパクトになるので収納
に便利です。

A
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床
飾
り

軸を掛けてみよう
と
こ　
　
　

か
ざ

軸を掛けるのに必要な用具

矢筈（やはず）

①自在を掛け、高さをおおよ
　そ決めておきます。

②軸を両手で軸箱から出し
　ます。表具をつかまないで、
　軸端をもちます。

③巻緒(まきお)をほどき、掛緒の
　一方に寄せます。巻尾をほどく
　とき、軸を転がさないように。

④風帯（ふうたい）がある場
　合は、たたまれている風帯
　をのばします。

⑤矢筈を掛緒にかけ、１０㎝
　くらい開きます。

⑥自在のフックに掛緒をかけます。
　片手で軸をとり、矢筈を掛緒から
　はずします。矢筈は壁に立てかけ
　るか、近くの人に受け取ってもら
　います。　

⑦両手で軸端を持ち、
　下まで静かにおろします。

⑧はなれたところからみて、曲がっ
　ていたらまっすぐに直します。

じく か

自在（じざい） 毛叩き（けばたき）



床
飾
り

と
こ　
　
　
　
　

か
ざ

軸を巻いてみよう

①表面のちりを払います。柔らかい
　毛ばたき（だちょうの毛がよい）で、
　本紙に直接ふれず、毛ばたきで起
　こす風でちりをとばします。

②軸端を両手で取り、巻き上
　げます。表具の端がそろう
　ように。

「たけのこ巻き」になったと
きには、巻き戻してからもう
一度巻き上げます。端をそろ
えようと押し込まないように。
絵の具が落ちたり、すれたり
するからです。

③本紙が巻かれたら、片手で軸を持ち、
　矢筈の先を掛緒に掛けて、自在のフ
　ックからはずします。

④軸を平らなところに置き、風
　帯を折り目通りにたたんで、

⑤最後まで巻き込みます。

⑥ひもで傷つくのをおさえるため、　
巻緒の下に巻どめをつけ、

⑦巻緒を柔らかく巻きつけます。
　…きつく巻くと、表具や本紙にしわを
　　つくり、絵の具がはがれ落ちる原因
　　になります。

⑧軸を箱に収めます。

⑨軸箱の内側に、軸端を掛ける
　枕がついています。枕木の幅
　の広いほうに、表具の上部が
　来るように納めます。

⑩箱の中に防虫香(ぼうちゅう
　こう)を入れます。
　…紙や糊(のり)を食べる虫な
　　どが入るのを防ぐためです。

⑪温度、湿度の安定した、
　風通しのよい場所に保
　管しておきます。

!

13 14

掛け軸の種類

仏画表具 文人表具大和表具
ぶつ が ぶんじんやまと

軸箱の種類

棧蓋造り
さんぶた

　　印籠造り
　　　いんろう

台差し造り
だいざ

落とし蓋造り
お　　　 ぶた かぶ　ぶた

被せ蓋造り

かけお

かん

はっそう

てん

ふうたい

つゆ

ちゅうまわ

はしら

ほんし

ち

じくたん

じく

断面

露

断面

ふたと身の形のちがいで名
前がちがいます

床
飾
り

と
こ　
　
　
　
　

か
ざ
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隆泉苑Q＆Aコーナー

建物と庭は誰がつくったの？

佐野隆一という人です。
佐野美術館をつくった人です。

Q

A

どのくらい前につくられたの？

昭和10年（1935）ころです。
今から75年くらい前です。

Q

A

どうして作ったの？

お父さん、お母さんのために、感謝
の気持ちを込めてつくりました。
大工さんに直接指示したのはお父
さんの米吉さん。米吉さんが材料
を厳しく選んで、当時最高の職人の
技を集めて建てられました。

Q

A

建物の名前は？名前の意味は？

「隆泉苑（りゅうせんえん）」といいま
す。佐野隆一の「隆」、三島の水の「泉」
から名づけられました。
平成９年には、国の有形文化財とし
て登録されて、この建物のすばらしさ
が国にみとめられました。

Q

A

こんなすごいものを作った人の
ことを、もっと知りたいな。

『隆泉苑ガイド３』を読んでみまし
ょう。

Q

A
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